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審 議 経 過 

事務局 

 

 

 

 

 

保健師 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副会長 

 

 

事務局 

 

 

 

皆さんこんばんは。夜分お疲れのところ、ご出席いただきありがとうございます。た

だいまから、平成２７年度第２回丹波市スポーツ推進審議会を開会します。本審議会は

原則公開で開催します。また、この会議は会議録作成のため録音をさせていただきます。 

ここで、今回より健康部健康課より保健師に事務局に加わっていただいておりますの

で、ご紹介させていただきます。 

 

皆さんこんばんは。健康部健康課で運動指導を担当しております、保健師の谷川とい

います。健康運動指導士の資格も持っており、様々な指導をしております。健康部門と

スポーツは、切り離せないものだと思いますので、今回から参加させていただきます。

宜しくお願いします。 

 

それでは、会長よりご挨拶をいただき、以降、副会長に進行をお願いします。 

 

【会長あいさつ】 

  

皆さんこんばんは。今日はいきなり暑くなり、天候不順により体のコントロールがな

かなかできない状況もあるかと思います。皆さんも十分健康には注意していただきたい

と思います。 

さて、このスポーツ推進審議会では、どうしたら市民の皆さんと健康寿命日本一を達

成できるか、ということを考えていかなければならないと思います。健康課と供に進ん

でいくことが必要だと考え、参加をお願いしたいと思っていたところ、快く受けていた

だきました。 

自分の体は自分で守っていくという自立を促すことも、私たちの重要な責務だと思い

ます。丹波市でも高齢化・過疎化が今後ますます進んでいきますので、本人が自覚を持

って自分の体を管理していくことのできる体制や、スポーツに持続して取り組むことの

できる体制を、いかにして作っていくかということに尽きると思います。 

今回も皆さんからご意見をいただき、良い方針を作っていきたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 

【報告事項】 

 

 それでは報告事項に入ります。第１回丹波市スポーツ推進審議会会議録について、事

務局より報告お願いいたします。 

 

第１回丹波市スポーツ推進審議会会議録については、6月21日に内容確認のため、本

日の審議会の資料とともに、委員の皆さまにお送りし、ご確認いただいているところで

す。本日までに修正等のご連絡を事務局の方にいただいておりませんので、今後会議録

を丹波市のホームページに、委員の皆さまの名前を消して公開させていただくことをご
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副会長 

 

 

ｱﾙﾊﾟｯｸ 

 

副会長 

 

○○委員 

 

 

○○委員 

 

 

 

事務局 

 

 

○○委員 

 

事務局 

 

○○委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

○○委員 

 

了承いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

【議事】 

 

それでは議事に入ります。「丹波市スポーツ推進計画（素案） ①第１章～第３章の

修正について」アルパックの方からご説明お願いします。 

 

（内容説明） 

 

それでは質疑に入ります。修正に関して質問等ありましたらお願いします。 

 

施設一覧の「丹波インドアテニスカレッジ」の施設内容については、「屋内テニスコ

ート」とする方がよいと思います。 

 

同じく施設一覧の「TAKパラグライダースクール」についてですが、市の施設である

青垣のパラグライダー練習場を使用しており、練習場は所有していませんので、施設一

覧に入れるのは不適当ではないでしょうか。 

 

TAKパラダイススクールは青垣のパラグライダー練習場の利用団体ということで、施

設の一覧から削除いたします。 

 

「スカイスポーツアイランド市島」は民間の団体でしょうか。 

 

支所の確認をしたところでは、民間とお聞きしています。 

 

スカイスポーツアイランド市島はスカイスポーツ関係のエリアを管理している団体

です。この一覧が、管理している団体という位置づけであれば、TAKパラダイススクー

ルも一覧に入るのではないでしょうか。 

 

スカイスポーツアイランド市島とTAKパラダイススクールは、同種の団体なので、一

覧に入れる、入れないは統一すべきというご指摘を受けましたので、詳細を確認し、次

回ご報告いたします。 

 

15ページの中段の「知らせる」という言葉が軽いように感じますので、できるだけ多

くの人に知ってもらうという意味で、「周知」という言葉を使った方がよいと思います。 

 

ご指摘通り修正いたします。 

 

ここに載せていないスポーツ組織というのはないのでしょうか。 
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副会長 

 

 

○○委員 

 

 

○○委員 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

○○委員 

 

事務局 

 

森田先生 

 

 

 

ｱﾙﾊﾟｯｸ 

 

森田先生 

 

 

副会長 

 

 

副会長 

 

 

ｱﾙﾊﾟｯｸ 

 

副会長 

 

今回はスポーツ推進計画（素案）の中身の議論ということで、そのご意見は後日とさ

せていただきたいと思います。 

 

少年少女スポーツ団体連絡協議会の「会員数の推移」の表がありますが、現状の数の

みとなっており、推移の表となっていない、合計欄も必要でないでしょか。 

 

この表の数値は、何を視点としているのでしょうか。 

 

「会員数の現状」と、表のタイトルを修正いたします。この表は、毎年、少年少女ス

ポーツ団体連絡協議会に加入している団体の合計、その人数の合計を取っており、その

数を表記しています、合計欄は追加いたします。 

 

「⑤主な民間のスポーツ施設の概要」と見出しを書いていますが、「⑤公共及び民間

のスポーツ施設の概要」とすべきではないでしょうか。 

 

「主なスポーツ施設の概要」とし、「民間」を削除いたします。 

 

内容についても、公共の施設の概要も入れるという理解で間違いないでしょうか。 

 

内容についても、見出しと合わせて修正いたします。 

 

表の位置がわかりにくいため、誤解を招いているのだと思います。「①スポーツ施設

の概要」と、公共のスポーツ施設一覧が対応しています。そのことがわかるように、修

正すればよいのではないでしょうか。 

 

 対応する文章と図が並びでくるように、図の位置を改めたいと思います。 

 

 「２．計画の構成」で書いている２章・３章のタイトルと、実際の章のタイトルが異

なっていますので、整合をお願いします。 

 

 「か所」や「取り組み」という言葉がいくつか出ていますが、書き方が異なっていま

すので、整合をとるようにお願いします。 

 

「丹波市スポーツ推進計画（素案） ②第４章～第５章の概要について」アルパック

の方からご説明お願いします。 

 

（内容説明） 

 

それでは質疑に入ります。質問等ありましたらお願いします 
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○○委員 

 

 

 

 

 

 

○○委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

ｱﾙﾊﾟｯｸ 

 

○○委員 

 

 

 

ｱﾙﾊﾟｯｸ 

 

○○委員 

 

 

○○委員 

 

 

 

 

 

ｱﾙﾊﾟｯｸ 

 

 

 

○○委員 

 

 

 27ページの「⑧障がいのある人のスポーツ機会の拡大」を、「⑧障がいのある人のス

ポーツへの機会の拡大」とした方がよいと思います。 

31ページの「⑪地域スポーツとトップスポーツ等の連携・協働の推進」の施策の例で

「スポーツ協会（仮称）の設立による産・官・学一体となったスポーツ推進の促進」と

あり、「産・官・学」と省略した書き方をしていますが、わかりやすくした方がよいの

ではないでしょうか。 

 

30ページの⑧の見出しについても修正するという解釈でよろしいでしょうか。31ペー

ジの「⑪地域スポーツとトップスポーツ等の連携・協働の推進」の見出しについては、

書いている内容とは合っているのですが、「トップスポーツ」という表記に違和感があ

ります。 

 

まず、27ページの「⑧障がいのある人のスポーツ機会の拡大」を「⑧障がいのある人

のスポーツへの機会の拡大」と修正することに関しましては、検討し、内容が変わらな

いようであれば修正いたします。 

 

「トップスポーツ」が一般的に流通している言葉なのか、ということでしょうか。 

 

「競技スポーツ」でよいのではないでしょうか。地域には体育協会があり、競技スポ

ーツをしている人がいますので、いきなり「トップスポーツ」をしている人、としなく

てもよいのではないでしょうか。 

 

理解いたしました。 

 

「産・官・学」の表記をわかりやすくしてほしいという意味ではありません。説明が

あれば、それでよいと思います。 

 

25ページの「基本施策３ 障がいのある人のスポーツ推進」の中身で、「ユニバーサ

ルスポーツ（障がい者スポーツ）」と記述していますが、ユニバーサルスポーツ＝障が

い者スポーツという解釈なのでしょうか。全体を通して、「ユニバーサルスポーツ」と

「障がい者スポーツ」という言葉がいくつか出ていますが、語句の整理が必要かと思い

ます。 

 

「障がい者スポーツ」より「ユニバーサルスポーツ」の方が、概念的には広くなりま

すので、一般的に理解されているのであれば、「ユニバーサルスポーツ」の表記で揃え

たいと思いますが、どのようにすれば一番伝わるのか、ご意見いただけたらと思います。 

 

ユニバーサルスポーツの本来の意味は、全ての人を対象としたスポーツということだ

と思います。基本施策３の中身をみると、ユニバーサルスポーツを広めていきたいとい

う趣旨だと思うのですが、いかがでしょうか。 
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○○委員 

 

 

ｱﾙﾊﾟｯｸ 

 

副会長 
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森田先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○委員 

 

○○委員 

 

 

会長 

 

 

○○委員 

 

副会長 

 

 

最初に「障がい者スポーツを含むユニバーサルスポーツ」と断りを入れるのはいかが

でしょうか。 

 

その方向で検討したいと思います。 

 

「障がい者スポーツ」と表記が必要なところもあるかと思いますので、検討いただき

たいと思います。 

 

 24ページの「基本施策１ 子どものスポーツ推進」について、28ページの施策項目で

は、「体を動かす楽しさを」というように「楽しさ」を表記していますので、基本施策

１においても、「外遊びやスポーツを楽しく行う」というように「楽しく」を入れると、

イメージが湧きやすいのではないでしょうか。 

 

 関連して24ページについて、「忍耐力の習得」という語句には違和感があります。「忍

耐」という言葉は、スポーツでは使わない傾向になってきていますので、「継続する心」

や「頑張る心」という言葉に変えるなど、皆さんのご意見をお伺いしたいと思います。 

 もう１点ですが、28ページの「②学校の体育に関する活動の充実」についてですが、

今の表現は全体の表現に合っていませんので、「「丹波の教育元気プラン ～丹波市教

育振興基本計画後期基本計画～」の文言に則って進めます」とする方がよいのではない

でしょうか。 

 「⑧障がいのある人のスポーツ機会の拡大」と「⑨障がいのある人のスポーツへの理

解向上」の関係性について、私の理解ですが、まずは、障がいのある人のスポーツへの

機会を保証して増やしていきましょう、というのが⑧で、それを促進するためにも、地

域の皆さんがユニバーサルスポーツの理解を持ちましょう、というのが⑨かと思いま

す。そう理解し、⑨を「ユニバーサルスポーツへの理解向上」とすると、以下の文章と

も対応でき、よいと思います。 

 

 24ページについて、「忍耐力」ではなく、「向上心」とするのはいかがでしょうか。 

 

 幼少期についての記述という理解をすると、「頑張る心」という優しい言葉を使うと

よいと思います。 

 

 いろいろ意見が出ていますが、施策の中身をどの人たちを中心に知ってほしいかとい

うことを念頭におき、検討お願いいたします。 

 

 ⑨については、森田先生のおっしゃっている通りがよいと思います。 

 

 それでは⑨は「ユニバーサルスポーツへの理解向上」で決定したいと思います。 
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○○委員 

 

○○委員 

 

 

会長 

 

 

副会長 

 

副会長 

 

 

事務局 

 

副会長 

 

 

事務局 

 

○○委員 

 

 

○○委員 

 

副会長 

 

○○委員 

 

 

 

副会長 

 

○○委員 

 

 

 

 

 

 

 27ページも同様に修正お願いいたします。 

 

 第５章の「憲法」という表現ですが、スポーツの計画ですので、「背骨」や「体幹」

という体に関わる言葉の方がよいと思いますが、皆さんのご意見はいかがでしょうか。 

 

 「憲法」という言葉はなじみにくいと思います。これを中心とし、これはぶれないと

いう意味の言葉を考えていただけたらと思います。 

 

 次回よい表現をお願いいたします。 

 

 24ページ基本施策１の中身についてですが、「少子化に伴う所属生徒数の減少等」と

いう言葉の前に、説明が必要ではないでしょうか。「生徒」は、どこまでを想定してい

るのでしょうか。 

「生徒」は、中学・高校となります。 

 

「児童」が小学校で、「生徒」が中学・高校だということをご存知ではない人が多い

と思いますので、説明がないとわかりにくいと思います。 

 

説明を入れる方向で検討いたします。 

 

31ページの「⑩競技スポーツの推進」の「勝利至上主義」という言葉が好きではあり

ません。もう少し柔らかい表現に変える方がよいと思います。 

 

「勝敗にこだわりすぎて」とするのはいかがでしょうか。 

 

そういった言葉使いにしていただきたいと思います。 

 

28ページの「①幼児期からの子どものスポーツ機会の拡大と体力向上方策の推進」に

ついて、先程も意見が出ていたように、「スポーツへの機会」という言葉にする方がよ

いと思います。 

 

文言は統一する方向でお願いいたします。 

 

 この計画の推進方策が５章にまとめられており、これをみると、PDCAサイクルで、随

時進捗状況を確認しながら進めていこうということになっているのだと思いますが、本

計画では殊更数値目標を挙げていないなかで、何を達成の目安とするのでしょうか。 

１つは数値目標として、週に１回以上スポーツする人を50％以上にすることを掲げて

いますが、他に数値目標を掲げるべきところはないのでしょうか。例えば、障がい者ス

ポーツで言うと、障がいのある人が週に１回以上スポーツを行う割合は、文部科学省の

平成25年の調査では、丹波市で約17％であり、全国的に低い値にあります。基本的なデ
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○○委員 

 

 

 

ータがない中で、どれ程増えたかをみるのは難しいと思います。アンケートにその調査

項目がなかったので、数値設定は難しいと思いますが、提案として、今後取り組んでい

く施策の中に、調査事業を入れるのはいかがでしょうか。 

 

 成果指標として設定すべき指標として考えられるのは、他にもたくさんあるかと思い

ます。また、アウトカムの成果指標だけでなく、アウトプットの指標も考えられます。

丹波市では、スポーツ推進計画の最終的な成果指標として、週に１回以上スポーツする

人を50％以上、としています。ご指摘いただいた施策の進捗管理については、それぞれ

が行う事務事業評価や施策評価のなかで、必要となる指標を設定し、進捗管理し、それ

を活用していきたいと思います。あえてここは全体の指標を設定しているということ

で、ご理解いただきたいと思います。 

 

 目標の50％にどれだけ近づいていけるかということが、重要だと思います。健康ポイ

ント制度という制度をとっている市があり、その市では、ポイントをためると商品券を

もらえるようになっていました。スポーツをすることによって、ポイントをためるとい

いことがある、という流れがあると、乗っかってくる人もいるのではないでしょうか。

例えば、健康グッズをもらえたり、健診を無料で受けられたりするのはいかがでしょう

か。スポーツを行う人がどれだけ増えたか、ということを推測する目安になるかもしれ

ないと思いました。 

 

 この６月の議会の一般質問の中にも、そういったご意見が出ていました。現在、健康

部を通じて検討を進めています。目標を立てて、それに向かって有効に進めていくため

に、我々が事業に落とし込み、取り組んでいくことになるかと思います。 

健康ポイント制度は、健康部だけが取り組むのではなく、生涯学習と連携して進めて

いけたらと思います。既に我々は、生涯学習の分野におきましては、「まなびすと」カ

ードといった、生涯学習の様々な取り組みをすると、ポイントがたまり、丹波市が行う

ホールのイベント事業の割引を使える、という仕組みを取り入れています。これも参考

として、健康部と連携しながら、今後検討していくことになると思います。 

 

 健康ポイント制度は、いろいろな自治体で取り組まれているのですが、運動だけでは

なく、健康づくりにまつわることにポイントを付加する制度を作り、丹波市でも、今年

からモデル的に、２ヵ年にかけて実施していくことを考えています。そこで試行してみ

て、どういう制度が一番市民の皆さんに浸透しやすいか、ということを検証してみよう

と考えています。将来的には、市民の皆さんの様々な健康づくりの背中をおせるような

方策を考えていきたいと思っていますので、健康部としましても、生涯学習と連携しな

がら、この制度を考えていきたいと思います。 

 

 一番重要なのは、目に見えた成果であり、どれだけスポーツをする人を増やせるかと

いうことになると思います。私の仕事は、施策の「⑫スポーツツーリズム等の交流の推

進」に関わってきます。スポーツで集客することで、どれだけ地域を活性化させること
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ができるかということをテーマに置いていますので、今後の観光による活性化につい

て、皆さんがどういうことを考えているかお聞きしたいと思っています。観光協会の委

員に、観光協会としてどういうことを考えているか、参考にお聞かせいただけないでし

ょうか。 

 

 丹波市は広い市ですが、何らかの動機をつけて丹波市を巡ってもらうことを我々はテ

ーマに置いています。現在、春の花めぐりと秋の紅葉めぐり、丹波の味めぐりの３本柱

があり、取り組んでいますが、スポーツをしに丹波市に来た人に、丹波市を巡ってもら

える流れができるとよいと思います。もみじマラソンが人気で、4000人近い人が訪れま

すが、紅葉めぐりや観光もしようという人は少ないのが現状です。丹波市に来るとこう

いういいことがある、ということを知らしめることは、何回も来て、初めて知っていた

だけることだと思います。観光協会だけがＰＲするのではなく、一緒になって言ってく

れる市民の方を増やすことが、現在の使命だと思っています。 

 

 正直、丹波市が何を押していきたいのか私自身わかっておりませんが、地域全体が盛

り上がっていけるような体制ができればと思います。 

 

 ツーリズムは大事な問題だと思います。国体の際に、軟式の高校野球の大会を春日球

場で開催しましたが、人が来ても泊まる宿泊先がありません。場所がない、宿泊施設が

ない、となると、どのようにツーリズムを進めていくのでしょうか。幅広い分野の方と

手を組まないと難しいと思います。 

 

 皆さんに指摘いただき、分かりやすくなってきたのではないでしょうか。 

丹波市のオリジナルの部分は、33ページの「スポーツ推進のイメージ図」だと思いま

す。これは、生涯学習の考え方を大事にし、スポーツにおいても同じ考え方で良い循環

を作っていこうということを表現しています。まずは、個人として楽しく運動に関わり、

そしてそのことが、スポーツを「する」だけではなく「ささえる」ことにつながり、更

に地域につながっていけばいいということだと思います。 

 「スポーツのまちをつくる」とありますが、情報を市民がどれだけ知っているのか、

外に誇れることがどれくらいあるのか、という掘り起こしが、具体的に計画を作ってい

く段階で必要になってくると思いました。 

 

【閉会】 

 

 次回の審議会の日程ですが、8月19日(水)19時30分から、春日住民センター大会議室

で開催したいと思います。 

 それでは、第２回丹波市スポーツ推進審議会を終わりたいと思います。本日は有難う

ございました。 

 


